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1･　研 究の目的　私 は家 政学を一 個の独立し た学問た

らし めるよう努力し てい る。 現在主 とし てその研究方 法

につい て研究し てい るが, 今回は家 政学における“もげ･

の研究のありかたについて研究し た結果を報告する。

2.　方　法　これは家政学原論の一部をなす ものであ

る。従って， 思索によって仮説を提出するも のである。

3.　成　果　 現在の家政学関係 の研究 の大部分は物の

自然科学的研究であ る。家政学は家庭生活殊にその維持

向上について研究す るも のである と思 う。家政学をほ と

んど家族関係 に限 るように説 く学者もあ るが，生活には

必ず物 が必要であ って物 なしには生活できない ので，物

の研究 も家政学に大きな位置を占 める のは当然 と思 う。

しかし家紋学 におけ る物 の研究は物それ 自身 の（殊に 自

然科 学的 な）研究 だけではなく，生活（殊 に消費生活）

に必 要な物 ・人間 の欲する物・人 間に使 われる物 とし て

の研 究でなければならない。即 ち人 間の生活（殊 に家庭

生 活）に最も密接な形で研究されねばならない。科 学に

よる物の研究はそ の自己運 動によって益 々細 分化 され，

生活から遠心的に離れて行く傾向をもってい る。こ れは

学問 の進歩であ るがこ のままでは次第に家政学 の領域 か

ら遠ざか って行 くのではあ るまい か。お のお のの学問は

そ の領域を もっ もので，物 の研究 も家政学 においては人

間および生活 との関連性 の追究が焦点 となるべきでは な

い と思 う。


